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公害地域の今を伝えるスタディツアー2010

新潟・水俣病の地を訪ねて　43人参加
8月4日～8日、「公

害地域の今を伝えるス

タディツアー2010～新潟・

水俣病の地を訪ねて～」

を実施しました。学生

や社会人、スタッフ、合

計43名の参加となりま

した。阿賀野川のそばで、新潟水俣病を学び、語らい、考えた

４日間のようすをダイジェストでご紹介します。

〔1日目〕「新潟県立環境と人間のふれあい館～新潟水俣

病資料館」に集合、塚田眞弘館長からレクチャーを受けなが

ら館内を見学しました。

〔2日目～3日目〕４班

に分かれて、ヒアリング

やフィールド見学に取

り組みました。ヒアリン

グでは、患者さん、弁

護団や支援者の皆さん、

行政の担当者、水俣病

報道に携わった元新聞記者、水俣病学習を実践している小

学校の先生など、さまざまな立場から新潟水俣病に関わって

いる方々に、いろいろなお話を聞くことが出来ました。２日目

夜は水俣病医療に長年携わってきた関川智子医師のお話を

聞きました。医師の立場から見た、新潟水俣病という公害病

の特徴や患者救済のための課題を知ることが出来ました。

〔4日目〕最終日は、いよいよ発表交流会です。4日間を通じ

て得た体験や実感を、班ごとに発表しました。どの班も、「自

分たちには何が出来るのか」と、積極的に考え、発表をおこな

いました。発表会には、ヒアリングやフィールド見学に協力し

ていただいた方々も参加し、コメントをもらいました。

サイト　http://www.studytour.jpn.org/

ブログ　http://studytoura.exblog.jp/

大阪市立西淀中学校

公害被害　語り部授業
6月24日に引き続き、7

月8日、「西淀川公害の授

業を実施しました。今回

は３クラスに分かれて、公

害患者が語り部の授業を

おこないました。語り部は、

西淀川公害患者と家族

の会の永野千代子さん、

池永末子さん、岡崎久女さんです。「病気になって、できなくな

ったことは何ですか？」「西淀川の好きなところはどこですか？」

などの質問がありました。生徒たちはどのクラスも真剣に聞い

ていました。

全国大学史資料協議会

西日本部会のメンバー19人が来館
7月21日、全国大学史資料協議会西日本部会の皆さん19

名の見学を受け入れました。

まず、スタッフの林から、西淀川公害とあおぞら財団、エコ

ミューズの活動を紹介しました。

また、森脇君雄（財団名誉

理事長・西淀川公害患者と家

族の会会長）より、裁判運動

から財団を設立した想いや、

エコミューズへの想いをお話

しました。

裁判を終えた当初は、「資料館」というもののイメージを持

ちづらかったそうです。しかし、歴史学者が資料保存の必要

性を粘り強く訴え、研究会を重ねていくうちに、裁判や運動の

資料を伝えていくことの大切さに気づき、「自分たちがやって

きたことが『歴史』になるんだ」と、強く実感していったとのこと

です。参加者の皆さんからは、「和解金の使い途について、原

告団のなかでどんな話し合いがされたのか？」「西淀川再生

プランは、現在どれくらい実現しているのか？」などの質問が

出されました。

新潟水俣病資料館の前で

阿賀野川を見て、説明を聞く

語り部は池永さん（右端）

裁判資料の写真を見る見学者



今回は、エコミューズに届くたくさん

のミニコミ誌のなかから、「四日市再生

公害市民塾」の20代の若手メンバーが

発行している『なたね通信』（偶数月1

日発行）を紹介します。

四日市大気汚染公害は、1960年代

に本格的に稼動、急速に規模を拡大

した、発電所、石油精製工場、化学工

場からなる四日市コンビナートの排煙

によって引き起こされました。多くの住

民が呼吸器疾患に苦

しみ、小学校には「うが

い場」が設置され、児

童たちが一日6回のう

がいを行うほどでした。

「四日市再生公害市

民塾」は、こうした公害

の経験を風化させるこ

となく、後世に教訓を

伝えていこうと活動し

ている市民グループで

す。その若手メンバー

の取材・編集による『なたね通信』の誌

面は、「語り部養成プログラム」や「四日

市公害を学ぶスタディツアー」の企画・

実践報告、また地元特産の小女子（こ

うなご：イカナゴの別称）漁に同行取材、

そして市内企業のヒット商品をレポートと、

とてもアクティブ。

次世代の若者たちが、公害の記憶・

まちの記憶を語り継ぐためにチャレン

ジする姿が、いきいきと伝わってくるミ

ニコミ誌です。

若い力で、伝えていく。

『四日市環境情報誌 なたね通信』

アーキビストの目
★☆★所蔵資料紹介★☆★

もりもとまきの

アーキビストとは、文書や資料の収集・整理・保存に関わる専門家のことです。

ブログ版　http://aozorabsw.exblog.jp/i11/

エコミューズのホームページ　新しくなりました 

http://www.aozora.jpn.org/ecomuse/
資料紹介やブログがありますので、ぜひのぞいてみてください。見

やすくなったかな？コメントなどお待ちしています。

西淀川図書館にエコミューズから出展

「西淀川の昭和　写真展」

昭和ひとケタ台の工場の写真、家族のピンナップなど懐かしい写真
●会　期　９月１日（水）～１０月３１日（日）
●会　場　西淀川図書館（ＪＲ東西線「御幣島」駅下車　①出口スグ）
【会期中イベント】９月１８日（土）午後２時～３時
「西淀川でキャンドルナイトします！廃油キャンドルを作ろう」
お申込みは西淀川図書館（06-6474-7900）まで。

大阪歴史博物館特別展 
「新淀川100年　水都大阪と淀川」
エコミューズ所蔵の写真資料が、歴博で展示されます！
●会　期　９月１８日（土）～１１月１５日（月）
●会　場　大阪歴史博物館６階　特別展示室
　　[最寄駅]地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」駅下車　⑨号出口前
●開館時間　午前９時３０分から午後５時まで（火曜日休館）
　　　　　ただし金曜日は午後８時まで（入館は閉館の３０分前まで）
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エコミューズは
青空を未来へ手渡す記録のひろば

西淀川の公害・環境、地域に関する記録資
料や環境学習の教材・ビデオなどが豊富で
す。ぜひご利用ください
開館●月曜日、金曜日（祝日は休み） 
          10:00AM～5:00PM [要予約]
利用●図書の貸し出し期限は２週間 
          書庫資料や裁判記録は閲覧のみ

編集後記

2009年4月からエコミューズの資料整理ス

タッフとして働いていた田尻悠太さんが、

このたび、就職が決まり、エコミューズでの

勤務は7月までで終了となりました。上記

ホームページのリニューアルは田尻さんに

よるものです。おかげさまでよいサイトがで

きました。（Y）

若い感性が光る
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